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目 的 

 体裁が統一された論文集号を刊行するために、皆様に書式の統一をお願いい

たしております。 
 

方 法 
 皆様のご協力もあり、書式が統一された論文集号を発刊することが可能とな

っております。ただし、Word の使用方法に習熟されていない方や、新規に会員

となられて論文集の執筆になれていない方などが、指定された書式の論文を必

ずしも投稿されていない場合があります。 
 

結 果 
このために、論文の投稿の前にチェックリストで論文執筆の取り決めを従っ

ていることを確認していただいた上、著者の署名をお願いしております。今回、

注意すべき点が視覚的にわかりやすいように、見本を改訂いたしました。 
 

考 察 
 ただし、本見本は注意点を示すもので、余白を大きくとっており、行数と字

数が指定とは異なっています。あくまでも、上下・左右の余白は、2.0 cm と設

定して下さい。この見本は、レイアウトの参考にするだけにとどめて下さい。 
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12 ポイント MS 明朝(細明朝)
姓名の間に全角スペース 
著者間を中点で区切る 
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14 ポイント MS ゴシック（中ゴシック）

12ポイントMSゴシック（中ゴシック）

センター合わせ 
全角でスペースを入れる 

1 頁目にのみ脚注として、題名、著者名(full name)、所属、所在地、

郵便番号、最後に”;”で区切り、問い合わせ先の E-mail address と
Fax 番号を入れる。 
11 ポイント Times New Roman 
行間隔 13 ポイント（論文執筆要領の脚注の注意点参照）
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図および表の挿入例 
 
1) 1 頁幅の図の挿入 

図 1 苦味物質に対する応答パターン。 
 
 
2) 1 頁幅に 2 つの図を挿入  
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1（左） 苦味物質に対する応答パターン 
図 2（右） 苦味物質の相関 
 
 
 
 
 
3)  1 頁幅の表の挿入 
 
表 1 年ごとの順位 
年 1999 2000 2001 2002 
順位 3 1 14 16 
 
 
4) 1 頁幅に 2 つの表を挿入 
 
表 1（左）順位の移り変わり 
表 2（右）場所の移り変わり 

　　0.05 mM
ストリキニーネ

0.1 mM
キニーネ

0.05 mM
パパベリン

1 mM
SOA

4 min

5 mV

Year 1999 2000 2001 2002
Place 14 13 3 5

Year 1999 2000 2001 2002
Spot 14 13 3 5

 

図の下に本文中に挿入 
10 ポイントの MS 明朝（細明朝）と
Times New Roman 

図の下に本文中に挿入 
10 ポイントの MS 明朝（細明朝）と 
Times New Roman 

表の上に本文中に挿入 
10 ポイントの MS 明朝（細明朝）と 
Times New Roman 

表の上に本文中に挿入 
10 ポイントの MS 明朝（細明朝）と
Times New Roman 

太字を使わない 
フォントを縮小し

ても見えるくらい

の大きさで  


